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外
交
史
料
館
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
約
五
年
半
に
な
る
が
、そ
の
間
、

別
館
の
図
書
室
に
は
何
回
と
な
く
籠
も
り
、
そ
こ
で
吉
田
茂
元
総
理
の
貴
重
な
蔵

書
を
拝
読
し
、十
二
分
に
活
用
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
御
陰
様
で
「
歴
史
問
題
」

に
つ
い
て
も
自
分
な
り
に
調
査
・
研
究
し
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第

で
あ
る
。

つ
い
て
は
御
礼
方
々
、こ
の
図
書
室
に
つ
い
て
簡
単
に
御
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

外
交
史
料
館
の
本
館
（
一
九
七
一
年
開
館
）
は
、
飯
倉
片
町
交
差
点
近
く
の
麻

布
台
に
あ
る
が
、
隣
接
す
る
「
飯
倉
公
館
」
を
は
さ
ん
で
敷
地
の
反
対
側
に
あ
る

瀟
洒
な
建
物
が
「
別
館
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
八
八
年
、
吉
田
茂
記
念
事
業
財

団
（
後
の
「
吉
田
茂
国
際
基
金
」）
に
よ
り
外
務
省
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

別
館
に
入
る
な
り
、
目
に
入
る
の
は
「
宰
相
吉
田
茂
像
」
と
銘
打
っ
た
、
大
き

な
胸
像
で
あ
る
（【
写
真
一
】
参
照
）。
和
服
姿
で
、
ま
る
で
印
を
結
ぶ
か
の
よ
う

に
両
手
を
前
に
軽
く
組
み
、
目
を
伏
せ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
意
志
の
強
さ
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

階
段
を
の
ぼ
り
二
階
に
上
が
る
と
、
一
番
奥
に
展
示
室
が
あ
る
。
そ
の
四
方
の

壁
に
沿
っ
て
「
常
設
展
」
が
あ
り
、
吉
田
茂
の
活
躍
し
た
時
代
に
至
る
日
本
外
交

の
歴
史
が
、
条
約
等
の
外
交
文
書
を
中
心
に
展
開
す
る
。

こ
れ
は
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
来
航
、
そ
し
て
開
国
に
始
ま
り
、
日
清
・
日
露

戦
争
を
経
て
太
平
洋
戦
争
に
至
る
。
一
九
四
五
年
八
月
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
受
け
入
れ
て
降
伏
し
た
が
、
降
伏
文
書
の
レ
プ
リ
カ
も
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
関
連
し
た
史
料
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。
当
時
の
吉
田
茂
総
理
が
日
本
の
首
席
代
表
と
し
て
出
張
し
、
九
月
八
日

に
平
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約
の
両
方
に
署
名
し
て
い
る
。
苦
渋
に
満
ち
た

決
断
の
積
み
重
ね
の
到
達
点
で
、
彼
の
外
交
人
生
の
言
わ
ば
頂
点
、
ま
た
日
本
国

に
と
り
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
重
要
な
分
岐
点
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

展
示
室
の
隣
が
図
書
室
で
、
吉
田
茂
元
総
理
の
大
磯
の
邸
宅
に
あ
っ
た
蔵
書
が

保
管
さ
れ
て
い
る
。大
磯
の
吉
田
邸
は
残
念
な
が
ら
二
〇
〇
九
年
に
焼
失
し
た
が
、

彼
の
蔵
書
は
外
交
史
料
館
の
別
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
お
蔭
で
救
わ
れ
、
不
幸
中

の
幸
い
だ
っ
た
。

エ
ッ
セ
イ外

交
史
料
館
別
館
の
図
書
室
に
つ
い
て

　
　
　
　

―
吉
田
茂
元
総
理
の
蔵
書
に
囲
ま
れ
て
―
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図
書
室
に
入
る
と
大
き
な
長
方
形
の
会
議
机
が
あ
り
、
左
手
三
方
の
壁
が
高
さ

二
・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
書
棚
で
満
た
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
沢
山
の
書
物
が
収
納

さ
れ
て
い
る
。

上
を
見
上
げ
る
と
、
台
形
の
屋
根
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
採
光
部
分
が
あ
り
、
台

形
の
底
辺
に
相
当
す
る
天
井
に
は
、白
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
水
平
方
向
（
床
と
平
行
）

に
設
置
さ
れ
、
開
く
と
太
陽
光
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
天
井
の
照
明

も
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
上
部
に
あ
る
の
で
、
や
は
り
開
か
な
い
と
光
が
部
屋
に
入
っ
て

こ
な
い
。

古
く
貴
重
な
蔵
書
の
保
護
に
は
、
書
棚
に
太
陽
光
や
照
明
が
み
だ
り
に
当
た
っ

て
は
な
ら
な
い
由
で
、
こ
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
開
閉
し
て
部
屋
に
注
が
れ
る
光
の
分

量
を
細
か
く
調
節
で
き
る
よ
う
に
、
大
変
工
夫
の
な
さ
れ
た
設
計
で
あ
る
。

吉
田
元
総
理
個
人
の
蔵
書
は
、
図
書
室
の
一
番
奥
の
木
製
の
書
架
の
、
青
い
ガ

ム
テ
ー
プ
で
取
り
囲
ま
れ
た
一
画
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

ざ
っ
と
数
え
た
と
こ
ろ
約
八
〇
〇
冊
あ
り
、
手
に
取
り
読
ん
で
み
る
と
吉
田
茂

氏
の
趣
味
や
関
心
分
野
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
の
う
ち
日
本
語
の
書
物
は
一
四
〇
冊
く
ら
い
し
か
な
い
。
残
り
は
大
部
分
が

英
語
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
ち
ら
ほ
ら
と
言
っ
た
印
象
で
あ
る
。

洋
書
は
元
総
理
が
買
い
求
め
た
も
の
に
加
え
、
著
者
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
サ
イ
ン

入
り
の
も
の
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
日
本
大
使
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

が
多
く
見
ら
れ
る
。

御
依
頼
に
よ
り
大
使
館
に
て
、
当
時
の
日
本
で
は
手
に
入
り
に
く
い
貴
重
な
書

籍
を
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
購
入
し
、
吉
田
元
総
理
宛
に
郵
送
（
あ
る
い
は
外
交
行
嚢

で
送
付
）
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
神
田
の
古
本
屋
街
で
手
に
入
れ
た

ら
し
い
も
の
も
あ
る
。

よ
く
見
る
と
同
じ
本
が
二
冊
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
う

ち
一
冊
は
著
者
の
署
名
入
り
で
あ
る
。
著
名
人
の
サ
イ
ン
入
り
贈
呈
本
も
多
数
あ

る
よ
う
だ
。

Ｖ
Ｉ
Ｐ
性
の
高
さ
で
は
、
英
国
の
チ
ャ
ー
チ
ル
元
首
相
の
サ
イ
ン
入
り
の

A
 H
istory of the E

nglish-Speaking P
eoples

（【
写
真
二
】
参
照
）
が
秀

逸
だ
ろ
う
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
若
い
頃
、
軍
人
の
道
を
選
ん
だ
経
緯
も
あ
り
、
学
歴

が
高
く
な
か
っ
た
こ
と
を
生
涯
の
不
覚
と
し
、
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
、
た
く

さ
ん
の
歴
史
の
本
を
残
す
動
機
付
け
と
な
っ
た
ら
し
い
。

女
性
の
著
作
と
し
て
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
、
当
時
の
皇
太

子
殿
下
（
今
上
天
皇
）
の
家
庭
教
師
だ
っ
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
の
署
名
入
り

P
enn

（【
写
真
三
】
参
照
）
及
びR

eturn to Japan

が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
吉
田
茂
元
総
理
の
御
子
息
で
、
有
名
な
英
文
学
者
・
文
明
批
評
家
に
な
ら

れ
た
吉
田
健
一
氏
、
ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
も
在
籍
し
、
大
学
教
授
に
な
ら
れ
た

吉
田
正
男
氏
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
書
籍
も
あ
る
。

そ
し
て
ラ
ム
ゼ
ー
・
ミ
ュ
ア
のH

ow
 Britain is G

overned

（【
写
真
四
】

参
照
）
を
開
く
と
、
吉
田
茂
元
総
理
御
自
身
の
英
語
の
サ
イ
ン
や
書
き
込
み
が
見

つ
か
る
。
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全
体
的
に
太
平
洋
戦
争
や
そ
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
書
籍
が
多
く
、
当
時
の
連
合

国
の
指
導
者
が
、そ
の
時
代
を
日
記
風
に
解
説
し
た
回
想
録
や
伝
記
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
中
国
の
蔣
介
石
総
統
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ら
、
太
平
洋
戦
争
当
時
の

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
や
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
、
ハ
ル
国
務
長
官
や
グ
ル
ー
駐

日
米
国
大
使
、
あ
る
い
は
連
合
軍
最
高
司
令
官
と
な
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
。

英
国
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
、
イ
ー
デ
ン
首
相
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大

統
領
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

吉
田
茂
は
「
歴
史
を
知
ら
な
い
国
民
は
滅
び
る
」
と
吹
聴
し
て
い
た
ら
し
い
が
、

悔
し
さ
も
手
伝
い
、
何
故
日
本
が
負
け
て
し
ま
っ
た
の
か
自
分
な
り
に
調
べ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
が
英
国
首
相
だ
っ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
を
尊
敬
し
、
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
自
ず
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
（
当
時
）
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
欧
州
戦
線
で
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
や
フ
ラ
ン
ス
等
、
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

が
次
々
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
制
圧
さ
れ
る
報
告
を
受
け
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
空
襲

に
耐
え
な
が
ら
、
如
何
に
米
国
に
参
戦
さ
せ
る
か
画
策
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
る
に
一
九
四
一
年
一
二
月
、
日
本
が
真
珠
湾
攻
撃
を
敢
行
し
、
米
国
と
の

開
戦
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
枢
軸
国
側
の
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
、
米
国
と
相

互
に
宣
戦
布
告
し
、
米
国
は
連
合
国
の
一
員
と
し
て
、
欧
州
で
も
参
戦
す
る
展
開

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
英
国
は
、結
果
的
に
国
を
守
り
抜
く
こ
と
に
成
功
し
た
が
、

そ
の
勝
利
を
呼
ん
だ
の
が
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
だ
っ
た
。

な
お
真
珠
湾
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
英
国
か
ら
見
れ
ば
偶
発
的
か
と
の
印
象
も
受

け
る
が
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
一
九
四
一
年
一
一
月
、
戦
争
回
避
の
た
め
の
最
後

の
日
米
交
渉
の
際
、
日
本
が
「
甲
案
・
乙
案
」
に
よ
る
譲
歩
提
案
を
米
側
に
示
し

た
の
を
受
け
、
米
国
は
戦
争
準
備
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
時
間
稼
ぎ
の
た
め
の

調
整
案
を
検
討
し
始
め
、
中
国
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
打
診
し
た
ら
し
い
。

当
時
は
日
中
戦
争
開
始
以
来
、
四
年
も
過
ぎ
て
お
り
、
重
慶
に
て
日
本
軍
の
爆

撃
を
耐
え
し
の
い
で
い
た
中
国
の
蒋
介
石
総
統
は
、
そ
の
よ
う
な
米
国
の
姿
勢
を

知
り
「
融
和
的
な
態
度
で
時
間
を
浪
費
さ
れ
た
ら
、
中
国
は
そ
の
間
に
壊
滅
し
て

し
ま
う
！　

再
考
願
い
た
い
」と
の
強
い
調
子
で
米
国
に
回
答
し
た
。
そ
し
て「
中

国
に
協
調
願
い
た
い
」
と
の
趣
旨
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
に
も
打
診
し
て
き
た
の

で
、
彼
は
米
国
大
統
領
の
翻
意
を
促
す
べ
く
意
見
表
明
し
た
ら
し
い
。（
こ
の
顛

末
は
吉
田
元
総
理
の
蔵
書
、
チ
ャ
ー
チ
ル
著T

he Second W
orld W

ar 

(V
olum

e 

　)

に
記
さ
れ
て
い
る
。）

こ
の
よ
う
に
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
」（
米
国
に
加
え
英
国
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
）

の
総
意
に
よ
り
米
国
の
調
整
案
は
廃
案
と
な
り
、
日
本
に
対
し
て
よ
り
強
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
べ
く
、
中
国
か
ら
の
全
面
撤
兵
等
を
要
求
す
る
「
ハ
ル
・

ノ
ー
ト
」
が
一
一
月
二
六
日
に
提
示
さ
れ
た
。

交
渉
期
限
を
一
一
月
一
杯
と
し
て
い
た
日
本
が
こ
れ
を
最
後
通
牒
と
受
け
止

め
、
一
二
月
八
日
、
開
戦
に
至
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
る
に
吉
田
元
総
理
の
蔵
書
の
、
グ
ル
ー
駐
日
米
国
大
使
の
回
想
録
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T
urbulent E

ra

に
は
、
同
大
使
の
日
記
か
ら
取
捨
選
択
し
て
掲
載
し
て
お
り
、

一
九
四
一
年
一
月
二
七
日
付
け
と
し
て
「
町
の
噂
で
は
、
日
本
は
米
国
と
の
関
係

決
裂
の
場
合
、
真
珠
湾
を
大
規
模
に
奇
襲
攻
撃
す
る
計
画
ら
し
い
」
旨
の
記
述
が

あ
る
の
は
、
大
変
興
味
深
い
。（
こ
の
日
記
は
毎
月
、
米
国
の
国
務
省
に
報
告
さ

れ
た
ら
し
い
が
、
現
在
で
は
情
報
公
開
さ
れ
、
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
あ

る
米
国
外
交
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
容
易
に
ア
ク

セ
ス
可
能
で
あ
る
。）

そ
の
後
、
米
国
議
会
の
調
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
グ
ル
ー
大
使
が
証
言
し
、

こ
の
情
報
は
ペ
ル
ー
の
駐
日
外
交
官
か
ら
入
手
し
た
旨
述
べ
た
由
で
、
誠
に
好
奇

心
を
駆
り
立
て
ら
れ
る
。

さ
て
本
棚
を
点
検
す
る
と
、
堅
い
本
ば
か
り
で
も
な
い
。
例
え
ば
「
０
０
７
シ

リ
ー
ズ
」
で
有
名
な
イ
ア
ン
・
フ
レ
ミ
ン
グ
の
著
作
がG

oldfi nger

を
含
め
二

冊
ほ
ど
あ
る
し
、
推
理
小
説
も
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
置
い
て
あ
る
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

の
自
伝
や
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
タ
ッ
チ
で
英
国
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
有
名
な
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ケ
ス
のH

ow
 to be an A

lien

も
並
ん
で
い
る
。

英
国
の
外
交
官
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
が
一
九
五
三
年
に
英
国
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
行
っ
た
講
演
録
を
ま
と
め
たT

he E
volution of D

iplom
atic 

M
ethod

に
は
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
を

焦
点
に
、
外
交
交
渉
や
職
業
外
交
官
の
特
質
に
つ
い
て
解
説
し
、
国
際
連
盟
や
国

際
連
合
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
組
織
だ
っ
た
外
交
が
行
わ
れ
た
の

は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
に
遡
る
ら
し
い
。
外
交
畑
で
活
躍
を
目
指
す
若
い
人
達

に
向
け
、
逸
話
や
助
言
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

変
わ
り
種
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
詳
述
し
た
ウ
ィ
ル
・

デ
ュ
ラ
ン
ト
のT

he R
enaissance

が
あ
る
。
ぶ
厚
い
書
籍
で
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
言
っ
た
芸
術
家
や
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
シ

ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
の
建
造
者
と
し
て
有
名
な
ロ
ー
マ
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
等

の
指
導
者
を
焦
点
に
、
ま
た
各
人
の
活
躍
し
た
都
市
毎
に
丁
寧
な
解
説
を
試
み
て

い
る
。

こ
の
本
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
復
習
し

て
み
た
が
、
一
つ
の
重
要
な
き
っ
か
け
は
、
一
四
五
三
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
攻

撃
で
ビ
ザ
ン
ツ
（
東
ロ
ー
マ
）
帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
が
陥
落
し
、

学
者
や
研
究
者
が
、
命
か
ら
が
ら
イ
タ
リ
ア
に
逃
亡
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
の
学
問
や

文
物
を
伝
え
た
こ
と
ら
し
い
。
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は
、
例
え
ば
一
四
世
紀
の

ペ
ス
ト
流
行
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
動
揺
や
流
動
化
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
本
は
、
古
本
屋
で
買
っ
た
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
多
く
、
お
そ
ら

く
は
パ
リ
出
張
の
際
に
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
近
く
の
セ
ー
ヌ
河
岸
を
飾
る
の
で

有
名
な
、
古
本
屋
の
「
ブ
キ
ニ
ス
ト
」
等
で
買
い
求
め
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か

等
、
想
像
を
働
か
せ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
古
本
に
は
装
丁
に
特
徴
が
あ
り
、
各
ペ
ー
ジ
の
縦
横
そ

れ
ぞ
れ
二
倍
、
面
積
四
倍
大
の
用
紙
の
表
裏
に
八
ペ
ー
ジ
分
を
印
刷
し
、
四
分
の

一
の
大
き
さ
に
折
っ
た
上
、
そ
の
ま
ま
切
ら
ず
に
綴
じ
合
わ
せ
て
あ
る
。

そ
の
た
め
読
者
は
、
繋
が
っ
た
ペ
ー
ジ
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
離
し
な
が
ら
読
ま
ざ
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る
を
得
ず
、
未
読
の
ペ
ー
ジ
は
繋
が
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
読
み
進
ん
だ

か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
切
り
離
し
具
合
」
か
ら
察
す
る
限
り
、
吉
田
元
総
理
は
フ
ラ
ン

ス
語
を
英
語
ほ
ど
速
読
で
き
た
訳
で
は
な
く
、
辛
抱
強
く
辞
書
を
引
き
な
が
ら
ハ

サ
ミ
片
手
に
、
少
し
ず
つ
読
ん
で
い
た
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

但
し
良
く
読
ま
れ
た
書
物
も
あ
り
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
首
相
だ
っ
た
ク
レ
マ

ン
ソ
ー
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
（
一
九
一
六
年
当
時
は
首
相
の
ポ
ス
ト
か
ら
離

れ
て
い
た
）
に
出
版
し
たL

a France devant l

’Allem
agne

（
ド
イ
ツ
を
前

に
し
た
フ
ラ
ン
ス
）
は
、
全
て
の
ペ
ー
ジ
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
な
か
な
か
格

式
高
く
名
文
調
と
見
ら
れ
、難
解
な
単
語
は
読
者
が
仏
語
辞
典
を
引
い
た
ら
し
く
、

ペ
ー
ジ
の
脇
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
解
説
が
書
き
込
ん
で
あ
る
。

ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
欧
州
統
合
を
主
唱
し
た
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン

元
フ
ラ
ン
ス
首
相
が
一
九
六
四
年
に
著
し
たP
our l

’Europe

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
た
め
に
）
も
半
分
以
上
読
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
民
主
主
義
に
関
す
る
興
味

深
い
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
拙
い
訳
な
が
ら
御
紹
介
し
た
い
。

「
民
主
主
義
は
、
原
動
力
に
愛
が
あ
る
が
故
、
本
質
的
に
福
音
伝
道
的
だ
ろ
う
、

と
す
る
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
同
感
で
あ
る
。
民
主
主
義
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
根
ざ
す
も

の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
ろ
う
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
反
す
る
民
主
主
義
は

ま
が
い
物
で
あ
り
、
暴
政
や
無
政
府
状
態
に
落
ち
込
む
だ
ろ
う
。

市
民
が
徳
を
積
み
、
ま
た
社
会
の
分
派
・
分
散
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
上
で
、

宗
教
的
な
着
想
は
素
晴
ら
し
く
役
に
立
つ
の
で
あ
る
。
国
家
が
そ
の
こ
と
を
看
過

す
れ
ば
、
社
会
的
不
公
正
や
損
失
を
生
む
だ
ろ
う
。」

共
和
国
フ
ラ
ン
ス
を
想
定
し
た
文
章
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
東
西
冷
戦
当

時
、民
主
主
義
を
標
榜
し
つ
つ
宗
教
を
弾
圧
し
て
い
た
共
産
主
義
国
家
を
意
識
し
、

キ
リ
ス
ト
教
圏
に
こ
そ
正
当
な
る
民
主
主
義
が
存
在
す
る
、
と
の
自
負
心
を
抱
い

て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
他
、
四
方
を
囲
む
書
棚
に
は
、
吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
か
ら
寄
付
さ
れ
た

日
本
語
の
書
籍
が
多
数
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
経
緯
や

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、
吉
田
茂
の
時
代
や
政
党
の
歴
史
を
含
め
、
二
〇

世
紀
の
歴
史
に
つ
い
て
貴
重
な
研
究
や
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
吉
田
元
総

理
御
自
身
の
蔵
書
と
共
に
、
是
非
一
度
御
覧
に
な
る
よ
う
お
勧
め
し
た
い
。

な
お
こ
の
図
書
室
は
、
残
念
な
が
ら
図
書
館
機
能
を
備
え
て
い
な
い
の
で
、
一

般
の
来
館
者
に
書
籍
を
貸
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
御
希
望
に
よ
り
（
書
式

に
御
記
入
の
上
）
御
案
内
す
る
の
で
、そ
こ
で
吉
田
元
総
理
の
本
な
ど
手
に
取
り
、

図
書
室
の
テ
ー
ブ
ル
で
ゆ
っ
く
り
御
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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